
東村山市立久米川東小学校　第６学年　

教科等 資質・能力 現在の児童の実態や授業についての分析
授業評価を踏まえた授業改善のための具体的な方策

【主体的・対話的で深い学び】

知識及び技能

・「授業評価」からは、９０％以上の児童が「学習を通してできるようになったことを実感している」と回答し
ているが、主語述語修飾語の関係（文法）や漢字学習や語の意味（言語）の技能は身についていないことが、学
力調査の結果や通常のテストに表れている。児童の意識と知識・技能の差が大きい。
・「課題を解決するために必要な情報を集めること」や「自分の考えをまとめるために必要な情報を選ぶこと」
については、約８０％の児童が肯定的に評価している。

・毎日の授業の中に、漢字の復習問題をする活動を入れ、定着させる。
・基本的文法事項の習得の達成のために、タブレットドリルを活用した反復学習や、漢字のひろば等の小単元における学習により、理解
を深める。

・情報を得ることに関しては、タブレット型端末を活用したことが成果として表れている。引き続き、一人一人の児童が、端末を利用し
自身の力で情報を得ることができるようにしていく。

思考力,判断力,表現力等

・新型コロナウィルス感染の予防もあり、話し合いや意見交流の授業形態が思うようにできなかった。「授業評
価」にも「自分やグループの考えをまとめること」や「自分の考えの理由を説明しながら友達に伝えること」の
質問項目で、２０％以上の児童がうまくできないと回答している。
・相手意識や目的意識をもって書こうとするが、調べたことを自分の言葉に置き換えてまとめたり、整理したり
して表現することが苦手である。学力調査テストにおいても、記号で回答する問題に比べ、記述式回答で時間を
とってしまう児童が多く見られた。

・話し合いや交流ができない状態を補うことができるよう、調べたことを箇条書きで整理したり、友達の発言を聞いたりしながら、それ
らをもとにして自己の考えを構築していく方法を学ばせる。

・日常の学習活動の中で、文章を書く機会を多くとるよう教師が心がける。
・付箋や短冊を用いることによって、文章を組み立てて段階的な文章を書くことができるようにする。
・モデル文を示し、どの児童にも具体的に文章がイメージできるようにする。

学びに向かう力,人間性等

・「学習のめあてを達成するために自分なりの目標を持つことができた」「学習したいことや解決したいことを
考えながら学習する」に関しては、いずれも９０％以上の児童が肯定的な回答をしている。
・「友達の考えのよさや自分との違いに気づく」「友達と話し合うことで、自分の考えが広がったと感じた」
「友達と話し合った後に、もう一度自分の考えをまとめ直す」という人との関わりを通した学びに関しては、２
５％前後の児童が否定的な回答をしている。

・今後も、単元の展開や本時のねらいに応じて「めあて」「課題」「まとめ」「振り返り」を適切に設定し、主体的な学びを促してい
く。

・人との関りということについては、まだ充分に時間をとれないが、様々な方法で情報を得ながら、自分の考えを再検討、再構築してい
くことはできる。授業の中に自身の書き上げたものや発言したことを振り返る時間をとるようにする。

知識及び技能

・「授業評価」の質問項目「学習を通してできるようになったことを実感している」に対して肯定的に回答した
児童は約８０％であったが、「課題を解決するために必要な情報を集めることができた」「自分の考えをまとめ
るために必要な情報を選ぶことができた」には、約９０％が肯定的に回答している。１学期の学習「憲法・政
治」や「古代の歴史」など、児童にとっては未知の内容が多かったと思うが、書籍やタブレット型端末から得ら
れる資料を元に、知識を増やしている。

・ノート作りを中心に、歴史上の人物や事象についてどのようにまとめるかをある程度形式化し、児童が主体的に調べ学習を進められる
ようにする。また授業の振り返りに「どんなことが学べたか」を書く活動を毎時間入れ、考えが深められるようにする。
・引き続き書籍やタブレット型端末を活用し、知識を増やす。

思考力,判断力,表現力等

・政治の働きや歴史上の主な事象について児童が意見を交流すること時間を充分に取れていない。「授業評価」
の「自分の考えの理由をせつめいしながら友達に伝えることができた」「友達の考えのよさや自分との違いに気
づくことができた」「友達と話し合った後に、もう一度自分の考えをまとめ直した」に対し、約２５％が否定的
な回答をしていることからも、意見交流や表現の機会の少なさが伺える。

・調べ学習で知識を増やすことで、一人一人の児童が自身の考えや推察をもち、友達と交流することができるようにする。
・交流を通して表現力を高め、友達の考えにより自分では気づけなかったことを補足しながらを知識を増やせるようにする。

学びに向かう力,人間性等

・学習内容、得意に歴史への興味関心は高い。「授業評価」でも、約９０％の児童が「単元や授業で、学習のめ
あてを達成するために自分なりの目標を持つことができた」と回答している。

・タブレット型端末や書籍を活用しながら調べ学習やノート作りを行うことで児童の知識や理解を深め、視聴覚教材を提示することでさ
らに歴史への興味関心が続くようにする。

知識及び技能

・面積、体積、かさなどの単位換算でつまずきがある。
・整数の四則計算、図形など基本的な内容については定着している児童が多いものの、分数を含めた四則計算で
あったり、作図したりする問題になるとミスしてしまう児童が多い。
・学習評価では、８２％の児童が既習を使って課題に取り組めていると答えている。

・単元末にはタブレット型端末の学習アプリを活用し、個人の習熟に応じた学習課題に取り組めるようにする。
・面積や体積を一辺あたりの長さに着目して考えさせるなど、分かりやすい単位換算の仕方を授業で取り入れる。
・単元の間や学期末にこれまでの学習について振り返る時間を設定し、基本的な学習内容の定着を図る。

思考力,判断力,表現力等

・整数のかけ算わり算の立式はできるが、小数や分数になると演算決定ができない児童が多くいる。
・図や数直線を使って、自分の考えをノートにまとめたり相手に伝えたりできるようになってきている。また、
学習評価でも約８１％の児童が自分の考えを説明できると答えている。

・数量の関係を捉える場面では、図や数直線等を用いるよさを実感させ、定着させながら、解決の見通しをもたせることができるように
する。

学びに向かう力,人間性等

・友達とわからない所を教え合ったりしながら学習を進め、理解を深めようとする児童が多い。
・ドリル学習などの練習問題に進んで取り組む児童が多い。
・学習評価では、８４％の児童が次に学習したいことを見付けられていると回答した。

・ペアやグループで考えを伝え合いながら、よりよい答えを導き出す授業展開を意図的に行い、他の児童の考えのよさに気付き、深い学
びを得られるようにしていく。
・毎時間の授業や単元末の振り返りの時間に、さらに学習を深めたいと思うことなどを問い、児童からの発信で次の学習内容につなげて
いけるよう工夫する。

知識及び技能

・意欲的に取り組む児童が多い。「授業評価」にも、「課題を解決するために必要な情報を集めることができ
る。」の質問事項で、約90％の児童ができたと回答している。
・「授業でタブレット端末を活用して学習を進めることができた。」の質問事項で、約30％の児童が出来なかっ
たと回答している。

・学習問題、観察や実験の視点や記録の方法を明示し、自信をもって意欲的に取り組めるようにする。
・問題解決の方法を考えさせる。
・児童が発想した問題解決の方法に対応できる準備をしておく。
・実験・観察の経過や結果を、タブレット型端末に写真や動画として記録する。

思考力,判断力,表現力等

・感染の予防の観点から、話し合いや意見交流が十分にできなかった。「授業評価」にも「自分やグループの考
えをまとめること」や「自分の考えの理由を説明しながら友達に伝えること」の質問項目で、約２０％の児童が
うまくできないと回答している。
・推論をしながら自分の考えをもてる児童もいる一方で、既習事項や生活経験と結びつけて考えを進められない
児童もいる。

・観察や実験を児童の発想に基づいて展開し、自然事象の特徴や規則性、働き、かかわり合いについて、児童相互に見合ったり、話し
合ったりする場と時間を保障する。
・タブレット型端末に記録した映像等を確認しながら、学習問題に則して考察させる。

学びに向かう力,人間性等

・観察･実験に対する興味･関心が強く、積極的に取り組む児童が多い。「授業評価」にも、「学習を通してでき
るようになった。」の質問事項に、約90％の児童ができたと回答している。一方で、「恥ずかしさから自分の考
えを発表できなかったり、実験を友達任せにしたりする児童もみられる。

・児童の興味･関心がもてる単元の導入を工夫し、児童の疑問などから問題を設定していく。
・グループを生かして発表の機会を増やす等、問題解決に自信をもって取り組めるようにする。

知識及び技能

・楽器の音色と演奏の仕方の関わりについて理解し、全体のひびきのバランスに気を付けて演奏できるように
なってきた。学習評価でも、９１％の児童が学習したいことや解決したいことを考えながら学習できたと回答し
ている。
・感染対策により活動に偏りがあるため、重なり合う音の響きを感じて歌う技能は、十分に身に付いていない。

・タブレット型端末のソフトを活用した音楽づくりの活動も取り入れ、幅広い場面で知識や技能を活用できるようにする。
・楽器の演奏技能でつまづいている児童に対しては、タブレット型端末のクラスルームに教師の演奏の映像を載せ、自分のペースで繰り
返し練習できるようにする。
・重なり合う音の響きを感じ取れる常時活動を計画的に設定する。

思考力,判断力,表現力等

聴き取ったことやよりよい表現にするための自分の考えはまとめられているようだが、友達に説明しながら伝え
ることとなると、授業評価の結果から２２％の児童が否定的な回答をしている。

・感染状況を鑑みながら、ペアや少人数のグループで自分の考えを友達に伝える時間を十分確保するようにする。
・自信をもって考えを伝えられるよう、よい点について具体的に価値付けする。

学びに向かう力,人間性等

・授業評価の結果から、自分なりの目標をもち、既習の知識や技能を生かしながら表現を高めていこうとしてい
る児童は多い。
・友達と話し合うことで自分の考えが広がったと感じている児童は多いが、その後もう一度自分の考えをまとめ
直したかとなると、２３％の児童が否定的な回答をしている。

・タブレット型端末を使った活動の振り返りで、活動を通して自分が何を新しく学び何ができるようになったか、自覚できるようにす
る。
・友達と話し合った後、もう一度自分の考えをまとめる時間をとり、表現に生かしたり鑑賞のまとめをしたりするようにする。

知識及び技能

・動き、奥行き、バランスなどを理解し、表したいことに合わせて表し方を工夫しようとするが、材料や道具の
特徴を生かして工夫して表すことには課題がある。授業評価でも「学習を通してできるようになったことを実感
できた」の項目で「よくできた」と回答している児童は約４０％である。

・材料や道具の使い方や使い方の工夫などを、映像を見たり、互いに紹介し合ったりして、表現の工夫の幅を広げられるようにする。タ
ブレット型端末のクラスルームに参考画像や動画を載せ、様々な工夫が広げられるようにする。

思考力,判断力,表現力等

・材料などから感じたことや想像したことをもとに表したいことを見つけ、形や色、材料の特徴、構成の美しさ
などの感じを考えながら、どのように表すか考えることに課題がある。授業評価でも「学習したいことや解決し
たいことを考えながら学習できた」の項目で「よくできた」と回答している児童は約半数である。

・授業の導入時に様々な作品を紹介したり、試してつくってみたりする時間を十分に設定し、発想の幅が大きく広げられるよにする。

学びに向かう力,人間性等
・友達の作品からよさや面白さを見つけて、伝えることができる。主体的に作り出す姿勢が弱く、授業評価で
は、約１５％の児童が「授業後にこれまでの学習を生かして次の時間に学習したいことを見付けることができ
た」に否定的な回答をしている。

・活動途中にも、児童が互いの作品を見合う機会を多く設定し、作品をつくり出す興味、関心、意欲がより高められるようにする。

知識及び技能

・運動経験に大きな差があるため、様々な運動領域において技能面でも力の差は顕著であるが、「授業評価」で
は「学習のめあてを達成するために、自分なりの目標を持つことができている」では９６％、「学習したいこと
を考えながら学習できている」では１００％の児童が肯定的な回答をしている。

・タブレット型端末を活用し、よい動きを児童に見せたり、児童が自分の動きを撮影して実際に見ることで動きのコツや改善点を理解し
たりしながら、それが知識となり、技能の向上につながっていくようにする。

思考力,判断力,表現力等

・自己の能力に応じて課題を見付け、動きを身に付けるために活動を工夫する力や考えたことを友達に伝える力
が弱い。「授業評価」においても、「自分の考えの理由を説明しながら友達に伝えることができた」と回答しな
がらも、「もう一度自分の考えをまとめ直す」ことや「次の時間に学習したいことを見つけることができた」と
いう質問項目には否定的な回答をしている児童がいる。

・学習カードを有効に活用し、児童の思考が教師にも随時伝わるようにする。。
・問題解決の場を多く設定して一人一人が選べるようにしたり、教師の声掛けを行ったりすることで、児童が課題を見付け、解決できる
ようにする。

学びに向かう力,人間性等

・ルールを守り友達と協力して楽しく体を動かすことができる児童が多い。
・苦手なことにも「やってみよう！」という意欲をもつ児童が多い。「授業評価」では、１００％の児童が「学
習してできるようになったことを実感できている」と回答し、９５％以上が「友達のよさや自分との違いに気づ
くことができた」「自分の考えが広がった」と答えている。

・学習カードのやりとりで、個に応じたスモールステップの課題設定を行い、「できそうだな」「やってみたいな」という意欲を高め
る。
・グループ学習を取り入れ、友達と協力したり励まし合ったりする機会を多くする。
・場の設定やルールを工夫する。

知識及び技能

・「授業評価」の質問項目「学習を通してできるようになったことを実感している」に対して９０％の児童が肯
定的な回答をしていることから、衣・食・住についての知識や技能が身に付いたと感じていることがわかる。実
際には、個々の生活経験により、基本的な技能の差が大きい。

・デジタル教材や実物投影機、タブレット型端末を活用することで、一つ一つの手順を正確に理解させる。個人的な経験の差によりつま
ずきが予想されることについては、部分的に技能の指導を行った上で取り組ませる。

思考力,判断力,表現力等

・１学期の家庭科学習「生活時間」「朝食」「夏の生活」がいずれも児童の経験から帰納的に考えまとめていく
内容であったこともあり、新たに情報を集めるよりも経験を交流することが多かった。「授業評価」でも「考え
をまとめるために必要な情報を選ぶ」「考えの理由を説明しながら友達に伝える」の項目では役２５％の児童が
否定的な回答をしている。・活動を通して、課題解決に向けて実践した結果を振り返ったり、考えたことを発表
したり、他者からの意見を踏まえて改善方法を考えたりする力については、個人差が大きい。

・２学期からの学習「献立・調理」「冬の生活」「地域との関わり」では、めあてに沿って課題を設定し、タブレット型端末を活用して
情報を集めたり考えを交流したりする時間をつくる。
・自分の考えを深めたり明確にしたりするために、友達と意見交換や作品を見合う時間を意図的に設定する。

学びに向かう力,人間性等

・活動への興味関心は高く、意欲的に取り組んでいる。「授業評価」でも、９０％の児童が「単元や授業で、学
習のめあてを達成するために自分なりの目標を持つことができた」と回答している。

・児童の身近にある題材や生活課題を取り上げたり、実物を具体的に提示したりする。
・学びの連続性を重視し、児童が学校で学んだことを家庭で実践する機会を増やす。
・実践後に感想を書いたり児童に伝えたりするなど、保護者にも協力を求め家庭との連携を図る。

知識及び技能

・全生園の学習では、身近な場所であることから始まり、「病気や薬、治療方法」「病気・病者への差別」「ハ
ンセン病にまつわる事件や裁判」「療養所の生活」など自身が設定したテーマについて、ハンセン病資料館見学
や書籍やネットから多くの知識を得ることができた。
・資料やインターネットから、多くの情報を得て知識を増やすことができている。

・毎時間の振り返りを大切にし、「なぜだろう？」という疑問や「もっと詳しく知りたい」という意欲を大切にする。
・一人一人が自己のテーマをしっかりと定めてから情報を集めることで、より探究的な学習になるようにする。

思考力,判断力,表現力等

・学習の中で感じたことや疑問に感じたことから自己のテーマを設定し、情報を集めてまとめることができた。
まとめ方、表現の仕方、発表の仕方に関しては、個々に差がある。

・互いに聞き合うことや保護者、下級生に向けての発表の場を設けることで、相手を意識した表現を学べるようにする。
・相手意識をもった説明の仕方、表現の仕方については、他教科の学習の中でも指導していく。

学びに向かう力,人間性等

・全生園の学習を通して、人権や差別などの問題に向き合い、考えを深めていく児童が多く見られた。この学び
を、これからの生活にどのように生かしていくか、自身の行動に表していくかが今後の課題である。

・折に触れ全生園の学習を振り返らせ、人権や差別について考えるときや自身の行動を決定する際に生かしていけるようにする。

知識及び技能

・文字やセンテンスを書き写したり、自分で言葉を選択して作文をする力がついている。授業評価の結果でも、
「課題を解決するために必要な情報を集めることができるか」について約80％の児童が肯定的な回答をしてお
り、授業での学習内容に留まらず自分の「伝えたい」という気持ちを英語で表現しようとする児童が多い。

・外国語やeタイムの時間で書く活動を継続的に取り入れる。引き続き、表現に慣れ親しんでから段階的に書くという流れを大切に英語
を書くことへの負担を減らしていく。

思考力,判断力,表現力等

・授業で初めて出会う表現について、既習事項や普段使っている言葉を基に必要な内容を掴むことができている
児童が多くいる。授業評価でも、「授業後にこれまでの学習を生かして次の時間に学習したいことを見付けるこ
とができた」と回答した児童は80％以上おり、学びを生かしている。

・インターネットを活用し、英語が実際に使われている場面を見て、初めて出会う表現を聞き取る体験を増やす。
・タブレット型端末のGoogleスライドを使用した発表活動・コミュニケーション活動の時間を設定し、分かりやすく伝える工夫を考えた
り相手の言っていることを分かろうしたりする経験を重ね、相手意識を高めていく。

学びに向かう力,人間性等

・授業評価から、学習を通してできるようになったことを実感している児童の割合は80％ほどで、20％の児童は
自身の学びの成長を実感する視点での振り返りに難しさを感じている。
・コミュニケーションを円滑にする相づちを自然なタイミングで使用できる児童が増えてきた一方で、個人差は
大きい。

・タブレット型端末でGoogle Jamboardやスプレッドシートを活用して、ふり返りや意見集約を行い、自他の成長に気付くことができる
ような場面を設定する。
・型にはまった会話にとどまらない、相づちや感想を述べて自分の思いを伝えるような会話モデルを、教師が率先して示す。
・英語で会話することが苦手な児童には、学習活動を事前に担任教諭と共有し、活動時には分担して個別支援ができるような体制をと
る。

知識及び技能

思考力,判断力,表現力等

学びに向かう力,人間性等

・多面的・多角的な考えができるように、タブレット型端末(ジャムボード等)を活用し、児童が友達の意見に触れ、自身の考えを整理す
る機会をより多くつくる。
・これからの生活に活かしてこうという気持ちをもてるように、振り返りの時間を大切にする。。
・互いの考えを伝え合う活動を通して、友達の良さに気づくと同時に自分のよさも見つめられるようにし、一人一人の自己肯定感を確か
なものにしていく。

令和４年度授業改善推進プラン

国語

社会

体育

家庭

総合的な
学習の時間

算数

理科

音楽

図工

道徳

・資料を読み、登場人物の心情や気持ちの葛藤、主題について考え、自信の考えを書いたり発表したりすること
ができる。
・資料を通して学んだことが、児童の生活の中に活かされているとは言えない時がある。
・自己肯定感が低く、自分のよさを見付けられていない児童がいる。

外国語


